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十
一
投
稿
規
定
の
請
求
・
投
稿
申
込
・
論
文
提
出
受
付
窓
口

直
接
又
は
持
参
の
場
合
慶
底
義
塾
大
学
三
田
教
務
部
一
・
二
番
窓
口

郵
送
の
場
合
〒
一
○
八
東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
底
義
塾
大
学
教
務
部
法
学
部
係

な
お
、
郵
送
で
投
稿
規
定
を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
書
で
表
面
左
下
に

「
論
究
投
稿
規
定
請
求
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
長
形
三
号
を
使
用
。

宛
先
記
入
の
上
、
切
手
七
二
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

十
二
問
合
せ
先
（
封
書
に
限
る
）

〒
一
○
八
東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
底
義
塾
大
学
法
学
部
研
究
室
内

法
学
部
坂
原
正
夫

表
面
左
下
に
「
論
究
問
合
せ
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
宛
先
記
入

の
上
、
切
手
六
二
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

一
本
号
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
は
編
集
委
員
会
で
依
頼
し
た
論
文
が
二
点
、

投
稿
論
文
が
五
点
で
あ
る
。
投
稿
さ
れ
た
論
文
は
一
一
点
あ
っ
た
が
、
そ

の
う
ち
今
回
は
五
点
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

二
編
集
後
記
と
い
う
表
題
で
は
あ
る
が
、
こ
の
欄
で
は
主
と
し
て
論
文

審
査
や
雑
誌
刊
行
の
過
程
で
気
が
付
い
た
点
、
あ
る
い
は
問
合
わ
せ
に
対

す
る
答
え
で
他
の
方
に
も
知
っ
て
頂
き
た
い
事
項
等
を
書
く
つ
も
り
で
あ

る
。
つ
ま
り
本
誌
へ
投
稿
を
希
望
す
る
方
々
に
対
す
る
連
絡
事
項
や
要
望

事
項
を
書
い
て
承
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

三
論
文
の
応
募
に
際
し
て
は
、
先
ず
本
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
投
稿

規
定
概
略
」
を
読
ん
で
頂
き
た
い
。
投
稿
規
定
の
基
本
は
変
ら
な
い
が
、

論
文
審
査
や
雑
誌
刊
行
の
手
続
の
適
正
化
と
合
理
化
を
常
に
考
え
て
い
る

の
で
、
必
要
に
応
じ
て
投
稿
規
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
本
誌
の
当
初
の
要
綱
で
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
を
使
用
し
、
提
出

論
文
は
一
部
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
現
在
で
は
二
百
字
詰
原
稿
用
紙
で
も

よ
い
こ
と
に
し
、
提
出
論
文
は
二
部
と
し
た
。
今
後
に
お
い
て
投
稿
規
定

を
改
正
す
る
場
合
は
新
し
い
投
稿
規
定
を
本
誌
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

改
正
の
要
点
は
編
集
後
記
等
で
明
ら
か
に
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

四
本
誌
刊
行
ま
で
に
多
く
の
方
か
ら
問
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
そ
の
経
験

に
基
づ
き
本
誌
掲
載
の
投
稿
規
定
概
略
は
そ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
配

慮
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
熟
読
し
て
遵
守
し
て
頂

き
た
い
。
（
文
責
坂
原
）

［
編
集
後
記
］
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